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情報共有の場で避難者推移、必要物資などを協議

通れる道路、地域人口、避難者推移を「見える化」

AIを活用した避難所避難者数の推移と必要物資の予測

 令和６年能登半島地震 本市は珠洲市支援

 災害マネジメント総括支援員（GADM）として国・県・対口支援等の
団体を協議・調整

 GADMとして災害発生の直後に特に重要と考えたのが

① 避難所運営
② 物資調達・在庫管理・発送

 人命救助は、消防、警察、自衛隊が主体的に行動してくれる
あとの建物調査はすぐにスタートしなくていい

今後、
 避難所避難者がどのくらいいて
 どのように増えていくのか
 どのくらいの物資が必要になるのか
 それをAIを活用して予測することで、効率的な支援に繋げたい
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市町村災害対策本部

土砂災害箇所
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赤：実測 緑：予測

建物被害箇所

＜評価レイヤー項目＞
・指定避難所、自主避難所
・被災直後の避難所避難者数、人流データ
・建物被害の程度
・ライフライン被害の程度
・道路被害の程度 など

 発災から１週間は、避難所避難者数が建物被害やライ
フライン（電気、ガス、水道等）の被害・復旧状況に
よっては、時々刻々と変化する

 この中で市町村災害対策本部は必要量の物資確保をし
なければならない

重ね合わせ
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道路、ライフラインの復旧の程度

×
１週間までの避難所避難者数

II
必要な物資量

先手を打った物資発注・調達、運搬を実施

AI分析

予測
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